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研究ノー ト 博物館と行動観察 もうひとつの評価法-

写真恐竜のレプリカの前で

はじめに

筆者はこれまで、ニホンザルやク

モザルなどの動物の行動観察をおこ

なってきました。観察場所(フィー

ルド)は、森の中や草原、動物園の

慌の中やサル山、そして水槽などい

ろいろです。数年前から、博物館が

フィールドになりました。観察対象

は人問、つまり来館者です。本来の

興味は人間のグループがどのように

作られるかにあるのですが、これに

ついては別稿にゆずり、とのノート

では、どのように人間行動を観察す

るか、観察結果が博物館の活動にど

のように頁献できるか、考えてみた

いと思います。

動物の行動観察と閉じように

筆者は、博物館での人間の調査に

あえて動物研究の方法を適用するこ

とにしました。つまり、観察対象か

ら距離をおいたまま、乙ちらの気配

を消しながら、対象がどのような行

動をとるかを観察するのです。人前

という言葉があるように、誰かに見

られている時の行動は、無意識の行

動とは違うので、観察には工夫が必

要になります。半位紀近く昔に世界

各地で人間行動の研究をしたアイブ

ル ・アイベスフェルトが、レンズが

ファインダーとは別の方向について

いる特別なカメラを使って行動を記

録した乙 とはとても有名な話です。

筆者もしばらくの訓練の後、動物を

観察する|時のように、自分の気配を

消しながら、来館者の動向を観察記

録できるようになりました。

来館者の観察から何がわかるか?

①外部評価を知る有効な手段

近年あらゆる場で、評価についての

議論がさかんです。営利を主目的と

しない機関では、「成果があがってい

るのか、存在意義があるのか」など

の問題提起に対し、機会あるごとに

対応していかなければなりません。

したがって、外部評価を常に正確に

把握しておく必要があります。博物

館では、来館者数がもっとも簡単な

評価の指標となるのですが、展示 ・

講座などを通して博物館がどのよう

に捉えられているかを知るもっと直

接的な方法が来館者の動向調査です。

動向調査で、もっとも一般的な方

法はアンケートです。当博物館では、

これまでも様々な視点からアンケー

ト調査を行い、その一部を公開して

きました。アンケー トの場合は、調

査者の知りたいことがはっきりして

いる必要があるし、「誘導」にならな

いよう質問項目を慎重に設定しなけ

ればなりません。さらに、得られた

結果から、結論を引き出す過程には、

それなりの技術が必要です。

アンケートが表(おもて)の調査

だとすると、 裏(うら)の調査にあ

たるのが行動観察です。来館者の行

動には、アンケートの回答にはあら

われない要素が含まれるからです。

展示室での来館者の動き、展示物に

対する反応 (会話 ・表情 ・接触 ・写

真撮影など)こそが、なまの形であ

らわされた来館者による評価といえ

るのです。このような裏の動向調査

の結果から、博物館では、展示方法

や動線の設定、館内の各種サインの

問題点やその解決方法に関し、重大

なヒントを得られると思います。

②教育フ。ログラムへの応用

博物館に集積されている展示物や

その他の情報を教育の場に活用する

表 展示エリアへの滞留率 (5分以上滞留した人の割合の平均)と展示物への接触

エリア S回 n数 延べ人数 ~ffl亙r面n で&平努~、 接触新芯数 接触展示数

地球1 18 330 042 15 2 

地球2 29 1α7 051 ア3 9 

生命1 28 1α:xi 055 95 18 

生命2 15 4∞ 037 40 2 
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広谷浩子(学芸員)

ことは、日頃より期待され、成果を

あげてきています。しかし、博物館

が主体となって教育プログラムを作

ることは、あまり多くありません。

「生涯学習の場」にいながら、十分な

教育技術を学芸員は持っていないと

思います。このような技術の基盤は、

学習者が示す行動を理解することか

らつくられると思います。博物館が

発する情報によって、学習者の知的

関心がどのように刺激され、発達し

ていくのか。この過程を観察できる

格好のフィールドこそ博物館の展示

室なのです。情報発信のプロとなる

ためには、受け手の特性を把握して

おく必要があります。さまざまな性・

年齢の人々の行動を博物館で観察す

ることによって、受け手についての

理WI~がいっそう深まるものと期待さ

れます。

実際の調査はっ

このような期待のもと、 筆者が行

なっている博物館での調査の一例を

紹介します。

展示室内では、来館者が興味をひ

かれた展示物の前で立ち止まり、手

をふれたり、仲間と話し合ったりす

る光景がよく観察されます(写真)。

当博物館では、マン ドラピラ慣石、

アンモナイ トの壁、カンガルーのお

なかの袋などは特に人気の高い展示

物です。5分ごとのスキャン ・サン

プリング(エリア内をみまわり記録

すること)によってカウン 卜した来

館者の数をもとに、展示エリアごと

の来館者滞留率を計算すると、との

ような興味深い展示物への働きかけ

の発現数とよく対応している乙とが

わかりました(表)。展示物への接触

行動の多いエリアが、滞留率も高く、

人気のあるエリアであるといえます。

また、展示物に関心を持たなかっ

た来館者の中には、展示室の l階部

分を涜すよう に見るだけで疲れ、そ

のまま出口を探そうとする人たちも

相当数いるこ とがわかりました。来

館者の関心をひくにはどのようなし

かけが必要なのか、人気の高い展示

物をどのように配置するのが効果的

なのか、博物館経営との関わりから

関心はっきません。今後も観察を続

け、その結果は少しづっ紹介してい

きたいとELいます。


